
ア

ビ
ダ

ル

マ
仏

教

に

お

け

る
 
b
h
a
j
a
n
a
-
l
o
k
a
 

に

つ

い

て

ア
ビ
ダ

ル

マ
仏
教

に

お
け

る

b
h
a
j
a
n
a
-
l
o
k
a
 

に

つ
い

て

広

瀬

智

一

仏
教
宇
宙
論

の
基
本
的
構
想

は

『
倶
舎
論
』
第
三
世
間

品
に
独
立

し
て
提
示

さ
れ
、

こ
れ
に
基
づ

い
て
、
旧
来

よ
り
ア
ビ
ダ

ル
マ
宇
宙
論

を
め
ぐ

つ
て
種

々

に
論
究
せ
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
周
知

の
通
り

で
あ
る
。

b
h
a
j
a
n
a
-
l
o
k
a
 

と

い
う
語
は
古

代
イ

ン
ド

の
諸

文

献
 
(P
a
d
m
a

等

の
天
上
、

地
獄
、

地

上
篇

に
わ
た
る
物
語
)
や
原
始
経
典

(
世
起
経
、

長
阿

含
巻

一
八
-
二

二
、

大
正

一
・
一
一
四
b
-
一

四
九
c
等
)

を
は
じ
め
と
し
て

広
く

認
め
ら
れ
る
が
、

ア
ビ
ダ

ル

マ
仏

教
で
は
こ
の
 
b
h
a
j
a
n
a
-
l
o
k
a
 

を
形
而

上
学

的
宇
宙
論

の
中
核

と
し

て
展
開
さ
せ
る
。

し
か
し
こ
の
宇
宙
論
も
ア

ビ
ダ

ル
マ
独
自

の
思
想

で
は
な
く
、

む
し
ろ
古

代
イ

ン
ド
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て

い

た
イ

ン
ド
人

の
宇
宙
自
然
観
に
対
す
る
仏

教
的
変
容

を
物
語
る
も

の
で
あ
る
。

本
稿

は
そ

の
概
要
を

『
倶
舎
論
』

を
中
心
と
し
て
明
ら
か

に
す
る
と
こ
ろ
に

あ
る
。

改
め

て
論

ず

る

ま

で
も

な

く
 
b
h
a
j
a
n
a
-
l
o
k
a
 

と

は

容

器
 
(
b
h
a
i
a
n
a
;

s
m

d
)
 と
し
て
の
世
間
 (
l
o
k
a
;
 
h
j
i
g
-
r
t
e
n
)
 

の
意
味

で
器
世
間
 
(
玄
突
訳
)
、

器
世
界
 
(
真
諦
訳
)
 と
漢
訳
さ
れ
る
語
に
相
当
す

る
。

そ
し
て
こ
の
語
は
常
に

有
情
=
衆

生
世
間
 
(
s
a
t
t
v
a
l
o
k
a
;
 

se
m
s
-c
e
n
 k
y
i
 h
j
i
g
-
r
t
e
n
)
 

と
対
比
さ

1
)れ

、
し
か
も
一
切
有
情
の
業
力
の
所
産
と
し
て
説
か
れ
る
。
そ
れ
は
宇
宙
の
原

(
2
)

因
を
超
越

的
神
格
に
求
め
た

の
に
反

す
る
。

『
天
使
経
』

(逆
i
)
 の
ご
と
き

は

<k
a
r
m
a
n
 

の
威
力
>
が
人
間

の
運
命
を
支
配
す
る

と
同
時

に
宇
宙

の
形
成
過

程
に
影
囎
を
及
ぼ
す

と
い
つ
た
よ
う

に
説

か
れ
て
い
る
。
『
倶
舎
論
』
が

『
世
起

経
』
を
も
と
に
発
展

し
た
と
み
ら

れ
る

『
世
間
施
設
論
』
等

の
所
説
 
(
c
f
.
 

大
毘

婆
沙
論
巻

二
〇
)
 に
負
う

て
い
る
こ
と
は
す

で
に
学
者
に
よ
り
指
摘

さ
れ
て
い

る
。

以
上

い
く

つ
か
の
事
例
を
列
挙
す

る

こ
と

に

よ

つ
て
、
b
h
a
j
a
n
a
-
l
o
k
a

の
構
想

の
基
本
的
性
格

が
い
か
な

る
も

の
で
あ

る
か
を
眺
め
て
み
る

こ
と
に
す

る
。A

六

因
中
の
能
作
因
 (
k
a
r
a
n
a
h
e
t
u
;
 

b
y
e
d
-
r
g
y
u
h
i
 
r
g
y
u
)
 

で
は
明
ら
か

に
業
 
(k
a
r
m
a
n
;
 

la
s
)
 
が
器
世
間
 
(
b
h
a
j
a
m
-
l
o
k
a
;
 

sn
o
d
 k
y
i
 h
j
i
g
-
r
t
e
n
)

に
対

し
て
そ

の
力
を
有
す

る
と
説
く
。

す

な
わ
ち
、
《
ま
た
、
能
作

因

に
も

生

ぜ
し
め
る
力
が
あ

る
。
ち
よ
う

ど
十
処
が

五
識
身

に
対
し
て
、

ま
た
、

諸
業
が

器
世
間

に
対

し
て

〔力
が
あ
る
よ
う
に
〕
。
(
a
n
g
i
b
h
a
v
o
'
p
i
 

c
a
s
t
i
 

k
a
r
a
n
a
-

3
)

b
h
a
j
a
n
a
l
o
k
a
 

c
a
 k
a
r
m
a
n
a
m
)
》
。
Y
a
e
o
m
i
t
r
a
 

は
本

文

の

<a
n
g
i
b
h
a
v
a
>

の

語

を

勝

因

力
 
(
p
ra
d
h
a
n
a
-
b
h
a
v
a
;
 

g
c
h
o
-
b
o
h
i
 

d
n
o
s
-
p
o
)
、
能

生

力

(
4
)

(
j
a
n
a
k
a
-
b
h
a
v
a
w
s
k
y
e
d
-
p
a
r
b
y
e
d
-
p
a
)
 

と
い
う
意
味
に
釈
す
。

こ
れ

に

よ
れ
ば
、
k
a
r
m
a
n
 

と
は
単

に
主
体
的
行

為
を
意
味
す
る
ば
か
り
で
は
な
く

そ

の
行
為
に
よ

つ
て
及
ぼ

さ
れ
る
残
存
力

と
い
う

一
種
特
別

の
能
力
を
も
意
味
す

る
ご
と
く

で
あ
る
。

B
宇
宙
創
造

の
増

上
力
に
関

し
て
、
《
一
切
有
情

の
業

の
増

上
力

に

よ

つ

て

(
s
a
r
v
a
s
a
t
t
v
a
n
a
m
 

k
a
r
m
a
d
h
i
p
a
t
y
e
n
a
)
 

風
輪
 
(
v
a
y
u
m
a
a
l
a
)
 

が
生

ず
る
…
》
、
Y
a
m
i
t
r
a
 
は

<k
a
r
m
a
d
h
i
p
a
t
y
e
n
a
>
を

業

の
能
力

に
よ
つ
て

(
6
)

(k
a
r
m
a
-
s
a
m
a
r
t
h
y
e
n
a
)
 

の
意
味
に
釈
す
。
同
様
の
表
現
は
、
《諸
の
有
情
の

(
7
)

業

に
よ

つ
て
 
(
s
a
t
t
v
a
n
 
k
a
r
m
b
h
i
r
)
》
、

藷

の
有
情

の
業

の
増

上
力

に

(
8
)

よ

つ
て
 
(s
a
t
t
v
a
n
a
m
 
k
a
r
n
a
d
h
i
p
a
t
y
e
n
a
)
…
》
、

《
諸

の
有
情

の
業

の
威
力
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か
ら
生
じ
た
風
に
よ

つ
て
 (s
a
t
t
v
a
n
a
m
 

k
a
r
m
a
p
r
a
b
h
a
v
a
s
a
m
b
h
u
t
a
i
r
v
a
-

(
6
)

y
u
b
h
ir
)
》

に
お

い

て
散

見

さ

れ

る
。

C
金
宝
等
以
後
の
器
世
間
の
生
成
に
関
し
て
、
《業
の
威
力
に
よ
り
起
さ
れ

(
1
0
)

た
風
に
よ

つ
て
 
(k
a
r
m
a
p
r
a
b
b
a
v
a
t
 

p
r
e
r
i
t
a
i
r
v
a
y
u
b
h
i
h
)
》
、

D
八

熱
地

(
1
1
)

猜
と

八
寒

地

猜

に

関

し

て
、

<s
a
r
v
e
 

s
a
t
t
v
a
k
a
r
m
a
d
h
i
p
a
t
y
a
>
、

E
前
述

の
ご
と
き
 b
h
a
j
a
n
a
-
l
o
k
a
 

の
成

立
過
程

に
関
し
て
、

<s
a
t
t
v
a
n
a
m
k
a
r
m
a
-

(
1
2
)

d
h
i
p
a
t
y
e
n
a
b
h
a
j
a
n
a
m
…
>
、

F
日

月
等

の
依
住
に
関

し
て
、
《
一
切

の
有
情

の
共
業
の
増

上
力
に
よ

つ
て
生
ぜ

る
 
(s
a
r
v
a
s
a
t
t
v
a
s
a
d
h
a
r
a
n
a
k
a
r
m
a
d
h
i
-

(
1
3
)

p
a
t
y
a
n
i
r
v
r
t
t
a
)
》

等

の
諸
事
例

に
よ

つ
て
み
る
ご
と
く
、
b
j
a
n
a
-
l
o
k
a
 

は

有
情

の
業

の
 p
r
a
b
h
a
v
a
,
 

s
a
m
a
r
t
h
y
a
,
 

a
n
g
-
b
b
a
v
a
,
 

p
r
a
d
h
a
n
a
-
b
h
a
v
a
,

j
a
n
a
k
a
-
b
h
a
v
a
,
 

a
d
h
i
p
a
t
y
a
 

な
ど
と

い
つ
た
語
義
に
よ

つ
て
種

々
相

に
展
開

す
る
と
い
う
独
自

の
構
想
力
を

も

つ
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

そ
の
う
ち

F
の
共

業
 
(s
a
d
h
a
r
a
n
a
-
k
a
r
m
a
n
;
 

th
u
n
-
m
o
n
 
g
i
 
l
a
s
)
 

と
は
ア
ビ
ダ

ル

マ
論

師

(A
b
h
i
d
h
a
r
m
i
k
a
)
 

の
見
解
に
よ

れ
ば
、

<b
h
a
j
a
n
a
-
l
o
k
a
 

の
種

々
相

は

有

情

の
協
同
的
所
産
な
り
>
と

い
う
場

合
の
意
味
で
用

い
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し

て

<自
己
に
と

つ
て
の
世
界
>
と

い
つ
た
世
界
観
 
(W
e
l
t
a
n
h
a
u
u
n
g
)
 

に

属
す
る
立
場
に
あ

つ
て
は
、
共

業

に

よ

る
 
b
h
a
j
a
n
a
-
l
o
k
a
 

は
、

単

な

る

通

俗
的
な
世
俗
倫
理

の
形
態
論

に
す
ぎ
な

い
で
あ

ろ
う
。

し

か

し

こ
の
 
s
a
d
h
a
-

r
a
n
a
-
k
a
r
m
a
n
 

を
社
会
的
協

同
作
業

の
所
産

と
考
え
る
な
ら
ば
、

<個

人
と
社

会
>
に

関
す
る
新

た
な
理
念

を
産

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。

我

々
自

身
、

不
可
分
離

の
関
係

に
あ

る
社

会

の
な
か
に
あ

つ
て
、
常

に
人
間
的
存
在

の

あ
り
方
が
問

わ
れ
る
の
は
必
然

で

あ

る
。
b
h
a
j
a
n
a
-
l
o
k
a
 

に
よ

つ
て
構
築

さ

れ
る
仏
教

の
世
界
観
が
果

し
て
存
続

し
得

る
か
捨

て
去

ら
る
べ
き
か
と
い
う
問

題
は
、
現
代
世
界
に
お
け
る
仏
教

の
究
極
的
価
値
と
は
何

か
、
が
問

い
糺

さ
れ

る
こ
と
を
も
意
味
す
る

の
で
あ

ろ
う
。

そ
れ
が
な
け
れ
ば
現
代

の
社
会
生
活

に

(
1
4
)

新
し
い
方
向
を
与
え
る
こ
と
は
、
至
難

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
方

に
お
い

て
は
、

こ
の
 b
h
a
j
a
n
a
-
l
o
k
a
 

を

め
ぐ
る
ア

ビ
ダ

ル
マ
の
形
而
上
学
的
宇
宙
論

は
観
念
論
 (
i
d
e
a
l
i
s
m
)
 

と
実
在
論
 (
R
e
a
h
s
m
)
 

の
対

立
抗
争
を
も
予
想

せ
し

め
る
も
の
で
も
あ
る
。

一
般

に
宇
宙
論
 
(C
o
s
m
o
l
o
g
y
)
 

は
鬼

神

学
 
(
d
e
m
o
n
o
l
o
g
y
)
、

人

類
学

(
1
5
)

(
a
n
t
h
r
o
p
o
l
o
g
y
)
、

神
学
 (t
h
e
o
l
o
g
y
)
 

な

ど
と
関
係
す
る
と
み
ら
れ
る
が
、

神
や
人
間

の
存
在

に
係
わ
る
具

体
的
問
題
に
関
し
て
、
も
宇
宙
論
、

あ
有

目
的

論
、

に
存
在
論

と
い
う
三

つ
の
論
拠

が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
注
意
さ
る
べ
き
で

(
1
6
)

あ
る
。

ア
ビ
ダ

ル
マ
宇
宙
論

の
体
系
化

は
有
情

の
救
済
信
仰

と
い
う
実
践
徳
目
と
不

可
分
離

の
関
係

に
あ

つ
た
は
ず
で
あ
る
。

存
在
論
的
に
も
 b
h
a
j
a
n
a
-
l
o
k
a
 

は

我

々
人
間
の
存
在

に

<対
し
て
あ
る
>
存

在

で
は
な
く
て
、
む
し
ろ

<た
め
に

あ
る
>
存
在

と
い
う

こ
と
が
で
き
、

従

つ
て
対
立
的
世
界
で
は
な
く
常
に

<人

(
1
7
)

間

の
交

渉
に
係

わ
る
存
在
>
な

の
で
あ

る
。

つ
ま

り
、

b
h
a
j
a
n
a
-
l
o
k
a
 

は

我

々
人
間
と
没
交
渉

に
は
存
続
し
得

な

い
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
仏
教
が
日
常

の

生
活
や
活
動

の
な
か

で
輪

廻
転
生

の
道
と
解

脱
 
(m
o
k
s
a
)
 

の
融
即
を
求
め
る

こ
と
と
呼
応
す
る

で
あ
ろ
う
。

<瞑
想
的
宇
宙
論
>
と
称

さ
れ
る
禅
定
力
 
(
d
h
y
a
m
-
p
r
a
b
h
a
v
a
)
 

に
よ
る

宇
宙

の
展
開
も
、

す
な
わ
ち
ア
ビ
ダ

ル
マ
仏

教

の
修
道
と
表
裏

一
体

で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
事
例
を
眺
め
る
だ
け
で
も
、

今
や
、

宇
宙
空

間
の
神
秘
が
否
定

さ
れ

つ
つ
あ
る
現
代

に
あ

つ
て
、
仏
教

の
宇
宙
観
を

い
か
に
理
解
す

べ
き
か
と

い
う

問
題
が
、
改
め

て
我

々
の
日
常
的
体
験

に
問
を
な
げ
か
け
る
も

の
で
あ
る
。

(
註

は
紙
数

の
関
係

で
省
略
す
る
)

ア
ビ
ダ

ル
マ
仏
教

に
お
け
る
 
b
h
a
j
a
n
a
-
l
o
k
a
 

に

っ
い
て
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